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第７２回車座集会意見交換内容（高津区） 

 

１ 開催日時 令和７年１月２６日（日） 午前１０時００分から午前１１時５６分まで 

２ 場  所 高津区役所５階 第１会議室 

３ 参加者等 参加者１９名、傍聴者３名                       合計２２名 

 

＜開会＞ 

司会：それでは、定刻となりましたので、ただいまから第７２回車座集会を始めさせていただきます。 

 私は、本日の進行を務めさせていただきます高津区副区長の勝野と申します。どうぞよろしくお願いいた

します。 

 本日の車座集会は、「キラリデッキから「ミゾノクチ」を区民が誇れるまちに」をテーマとしております。 

 市制１００周年を機に、リニューアルを進めている溝口駅北口のペデストリアンデッキについて、私たち

が目指す姿を皆様と共有することで、皆様と行政が手を携えながら、よりよい場所をつくっていくために、

駅周辺の事業者の皆様、駅周辺で活動する団体や区民の皆様と市長とで意見交換を行っていただきます。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、開会に当たりまして、福田市長からご挨拶を申し上げます。市長、お願いいたします。 

 

＜市長挨拶＞ 

市長：改めまして、おはようございます。 

 車座集会第７２回目となる今日は、高津区、「キラリデッキから「ミゾノクチ」を区民が誇れるまちへ」

ということで、この高津区で、溝口を中心にいろんな活動されている方たちが一堂に会して、今、説明があ

ったように１００周年事業を通じて、キラリデッキが２５年ぶりぐらい、四半世紀ぶりにリニューアルする、

ステージも今回いいのができたということをきっかけにして、さらにどう魅力をアップしていくかを皆さん

と討議して、そして何か１つでも前に進むような具体的なものにつながっていけばいいなというふうに思っ

ております。 

 日曜日ということで、大変貴重な時間を皆さんにいただきましたことに心から感謝申し上げたいと思いま

す。 

 では、どうぞよろしくお願いします。 

 

司会：市長ありがとうございました。 

 ここで、本日の進め方をご案内いたします。 

 まず、高津区長から、キラリデッキリニューアルの進捗状況についてご説明させていただきます。 

 続きまして、皆様のご紹介を兼ねつつ、キラリデッキについて一言ずついただき、意見交換へと進んでま

いります。 

 それでは、この後の進行は、福田市長からお願いいたします。 

 

＜キラリデッキのめざすべき姿について＞ 

市長：ありがとうございました。 

 それでは、まず高津区長のほうから、現状と目指すべき姿について、簡単にご説明させていただくという

ことで、よろしくお願いします。 

 

区長：皆さん、おはようございます。紹介がありました高津区長の高橋でございます。よろしくお願いいた
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します。 

 私から、キラリデッキの目指す姿とリニューアルについて説明させていただきます。 

 キラリデッキは、先ほど市長からお話があったように、今から約２５年前、平成１１年、１９９９年に誕

生したところでございます。面積は約５，０００平米というところで、皆さんご存じのとおり、ＪＲさんと、

それから東急さんの乗換えのお客様、そして…… 

 見えにくい。向こう。分かりました。じゃあ、こちらで。 

 それで、乗換えのお客様がいて、にぎわっていると。また、周辺の商業施設等もありますので、商店街と

か、そういった方がそこに来てにぎわっている状況でございます。 

 それと、脱炭素ということで言いますと、２０２２年に高津区溝の口が国の脱炭素先行地域に選ばれまし

て、キラリデッキを含む溝の口駅周辺地域で、様々な脱炭素の取組も行われているといった状況でございま

す。 

 ただし、キラリデッキも様々な施設と同じで永久不変ではございません。完成から四半世紀を過ぎて、各

種設備の更新が必要となったり、当初の想定と違う使われ方が行われていたりといった状況が発生しており

ました。 

 これは喫煙所の様子ですけれども、そこの木が枯れてしまって、周りから煙が、以前のですけど、煙が出

ていたりですとか、それから、もうその樹枝自体も枯れてしまったりとか。 

 次のスライドですが、こういうところがあまり使えないエリアが出てきてしまったり。それから、たばこ

の煙とか、そういうこともあって、エリアごとに使われている場所、使われない場所が出てきてしまって、

この裏側の道というか、通路のところはあまり使われていなかったんですね。 

 それから右側のほうは、これは見にくいですけど、ネズミさんが巣を作ってしまっていて、そこでふだん、

ちょっと姿を見たりするといったような状況も起こっていました。 

 そうしたところ、やっぱり我々としては、そういう状況ではいけないと、市制１００周年を機に、川崎市

として、高津区として、キラリデッキを脱炭素を感じられる区民が誇れる空間にしようというところを目指

して、様々なリニューアルを行ってきたという状況でございます。 

 まず、さっき言った、枯れてしまった樹枝とかは撤去しまして、そこにはモッコウバラと芝生。これ芝生

はまだ植わっていて、これから、もう今は生えてきていますけれども。それから、手前にある木製ベンチも

作るというところで、そういうグリーン空間を整備しました。 

 あと、奥のほうには、喫煙所があったところは、１階に移しまして、１階の喫煙所を拡張して、森の喫煙

所と私が勝手に呼んでいるんですけれども、そういうふうにさせていただきました。 

 それから、２階の喫煙所の跡には、脱炭素を感じられる木製のステージが完成したというところでござい

ます。 

 次、行ってください。 

 これが森の喫煙所ですね。もっときれいになりますけれども。 

 次、これがキラリデッキステージになります。これは先日のこけら落としのときですけれども、大変盛り

上がって、すばらしいステージになったんじゃないかなというふうに思っております。 

 次、行ってください。これは樹種ですけれども、植え替えて色とりどり、目で見て楽しめる樹種に植え替

えもさせていただきました。 

 今後も皆さんの意見を聞きながら、ステージやステージ周辺のバージョンアップを進めてまいりますけれ

ども、パーゴラを作ったりとか、もっとそれから、さらに植え替えも進めますし、それから、キラリデッキ

自体も少しずつですけれどもバージョンアップをしていこうというふうに思っております。キラリデッキス

テージですね。 

 ハード的なリニューアルが進む中で、大事なことというのは、どう使うかというところでございます。リ
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ニューアルが進んでいるキラリデッキを上手に使うということができれば、新たな人と人、人と街のそうい

うつながりが生まれて、地域、人々の暮らしがよくなるというふうに考えております。 

 そのために重要なのは、キラリデッキを輝かせる、そのアイデアの卵をどんどんどんどん、たくさん生み

出して、それができるのが、このキラリデッキ、それから溝口地域に関わっている皆さんであると思ってい

ます。そして、その卵を最適なタイミングでふ化させることができるのも皆さんだと思っています。 

 今日は、この車座集会を通じて、皆さんがいろいろそのアイデアの卵を出していただいて、それでキラリ

デッキが脱炭素を感じられる区民が誇れる空間になるよう、意見交換を闊達にしていただければと思います。 

 本日は、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

市長：ありがとうございました。高橋区長も、そして区役所職員も、このキラリデッキのリニューアル、か

なり熱い思いを持って取り組んできたということが分かっていただけたのではないかなと思います。 

 僕もあそこを歩くと、大体ルートは決まっていて、今、ご紹介のあった、ちょっとトイレある側のほうの

通路は、ほぼ歩かないという感じだったのが、それがみんな習慣づいちゃったなという感じはするんですよ

ね。 

 私たち役所とすれば、ハード整備はちゃんとできるんですけど、いかにうまく、区長から話があったよう

に活用していただくかというのは、これはもう住民の皆さん、地域の皆さんと一緒に作り出していくという

ことが、何よりそこは僕たちができない部分ということなので、いかにうまく使いこなしていただくかとい

うことになるかと思います。 

 今日は、そのアイデアの種を出し合って、そして１つでも、２つでも、３つでも、どんどん実現させてい

くということに、まずは始めていきたいというふうに思っています。 

 まず、今、区長から目指すべき姿だとか、今こういうリニューアルができましたよという説明がありまし

たが、これについての感想と、それからまず、皆さんが自己紹介していただいて、期待することだとか、自

分たちはこんな活動をやっていますとか、また、こうしていきたいみたいなことがありましたら、簡潔にち

ょっとお話しいただければと思うんですけれども、今日は１９名参加者がいらっしゃいますので、簡潔に１、

２分で、一言ずつお話しいただければと思います。 

 それでは、藤田さん、丸山さんと、こういうふうに続いていっていただいてもよろしいでしょうか。では、

マイクを回しますね。 

 

＜参加者自己紹介＞ 

藤田将友さん：皆さん、おはようございます。“ｍｉｄｏｒｉ－ｂａ”の藤田と申します。 

 “ｍｉｄｏｒｉ－ｂａ”は、今回の川崎緑化フェアのみどり共創プロジェクトというプロジェクトから生

まれました団体でございまして、生まれたてホヤホヤです。詳しくは、丸山さんにお話しいただこうと思い

ます。 

 私自身は、５年前から庭師とか造園家の方々と一緒に、丸井の裏、持田駐車場の屋上ｅＭ/Ｐａｒｋで、庭

師の地位向上、緑の少ない溝口のまちの緑を増やすという実験的なイベントをやっております。４月１８、

１９、２０、これは去年のものなんですけど、今年も４月に行いますので、皆さんお越しいただければと思

います。 

 私自身は、７年前から不動産や建築の仕事をしているんですけど、キラリデッキは、非常にまちの資源だ

なと。キラリデッキとＫＳＰが、僕は溝口の人間じゃないんですけど、やってきたときに、ここがもっと活

用されたらすごいことになるなと思っていたので、皆さんと一緒にお話しできればと思います。よろしくお

願いいたします。 
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市長：ありがとうございます。 

 丸山さん、お願いします。 

 

丸山さん：丸山と申します。今日は、よろしくお願いいたします。 

 私は、溝口に住んでおりまして、また、このまちで「手と手を」というカフェでしたり、「ノクチラボ」

というシェアマーケットや「レン」というベーカリーなどを展開しております。 

 また事業以外は、「まちの企画室」といって、まちづくりのコミュニティーを、この高津区役所の地域振

興課さんや企画課さんとも連携しながら、このまちのまちづくりというのを考えております。 

 先ほどの“ｍｉｄｏｒｉ－ｂａ”の一員でもあるんですけれども、“ｍｉｄｏｒｉ－ｂａ”は、川崎市の

１００周年事業の一環で、みどりの共創プロジェクトというものから生まれまして、今、９団体の市内の緑

に関わる団体が集まって、共創事業をやっているというものです。１００周年事業ですので、この３月で一

旦終わってしまうんですが、せっかく同じ志で集まったこの団体がこれで終わってしまうのももったいない

ねということで、２０２５年度も自走化に向けて、ＮＰＯ法人化を目指して、今準備しているところです。 

 そんな“ｍｉｄｏｒｉ－ｂａ”が、昨年の１１月１６日にキラリデッキで、先ほどと同じく、１００周年

事業の脱炭素アクションのイベントと同時開催で連携して、“ｍｉｄｏｒｉ－ｂａ”フェスというものを開

催させていただきました。 

 “ｍｉｄｏｒｉ－ｂａ”フェスは、公共空間における緑の社会実験フェスというのをコンセプトにしてい

まして、ちょうど木質ステージも完成したタイミングということで、そのステージ上で、藤田さんの造園師

によるインスタレーションでしたり、このまちのミュージシャンとか、アーティストのちょっとコラボレー

ション企画などをやったりだとか、あとはみどり共創団体によるマルシェ出店とか、ワークショップなどを

キラリデッキの上でやらせていただきました。“ｍｉｄｏｒｉ－ｂａ”フェス自体は、ちょうど３月の２２、

２３、春の緑化フェアのスタートの際に、今度は富士見公園のほうで、“ｍｉｄｏｒｉ－ｂａ”フェス同時

開催というのもやらせていただく予定です。 

 今回はキラリデッキの活用ということがテーマですので、まちづくりでしたり、緑でしたり、あるいは音

楽やアートといった様々なアプローチができればなというふうに考えておりますので、今日は、そんな感じ

で提案させていただければと思います。よろしくお願いします。 

 

市長：ありがとうございました。１００周年でつながった９団体が、ＮＰＯでまた再結集というか、今まで

つながってきたことが、今度は緑の文化を作り出していくという、１００周年をきっかけにして、そういう

のが生まれたことはすごくうれしいですね。ありがとうございます。レガシーですね。ありがとうございま

す。 

 それでは、お願いします。 

 

小野木さん：どうも、おはようございます。ＪＲ武蔵溝ノ口駅の小野木と申します。 

 ＪＲ武蔵溝ノ口駅では、地域に根差した駅、そして皆様に親しまれる駅を目指して、日夜活動しておりま

す。 

 活動内容といたしましては、昨年の７月１日に、ホームの発車メロディーを期間限定ではございますが、

地元の洗足学園ご出身の平原綾香さんのＪｕｐｉｔｅｒに変更させていただきました。これは高橋区長を含

めまして、高津区の皆さんのご協力、また洗足学園の皆様にも多大なるご尽力いただきまして、変更するこ

とができました。 

 また、直近で言えば昨日なんですけれども、駅の特別スペースにおきまして、伊豆の産直市を開催いたし

ました。その中でも洗足学園様のご協力をいただきまして、地元のアイドルということで、ＭＡＲＵＫＡＤ
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Ｏのメンバーの方にもお越しいただきまして、イベントを盛り上げていただきました。 

 今後も、地域の皆様と協力しながら、愛される駅を目指して頑張りたいと思います。どうぞよろしくお願

いいたします。 

 

市長：お願いいたします。 

 

谷さん：改めまして、おはようございます。東急線の溝の口駅で駅長しております谷と申します。本日はよ

ろしくお願いいたします。 

 私は、駅係員で働いていた３０年ぐらい前ですかね。溝の口の駅のほうでも勤務していまして、その頃と

比べると、もう格段に全く違う空間になっているかなというふうに思っているところでございます。 

 二子新地駅から梶が谷駅まで、高津区にある４駅を管理しているというところになります。 

 キラリデッキのほうについては、日々、まちの方、お客様も、少し足を止めていく空間になってきている

かなというふうに思っております。 

 また、脱炭素モデル地区として溝口は重点エリアになっているというところで、川崎市の連携等も、東急

電鉄のほうではさせていただいているところでございます。鉄道においては、ＣＯ２削減、ＣＯ２排出量も含

め、環境に非常に優しい乗り物になっているというところでございますので、ぜひ、鉄道で移動していただ

くと、まちの方、区民の方、また市民、いろいろな場所から訪れていただきたいまちの一助になるといいか

なというふうに思っております。 

 駅の活動においては、駅周辺の美化活動、ＪＲ様と連携とか、警察・消防と連携したイベントの参加など、

積極的に行っているところでございます。今後、まちの方々とも連携できると、また何か新しいことが生ま

れて、いいまちに、一助になるかなというふうに思っております。 

 また、川崎市の１００周年事業、緑化フェア。こちらの時期においては、フラワーロスを活用して、高津

の駅でフラワーイベントを開催させていただいたところです。この春にも同様、今度は溝の口の駅周辺でも

できないかなといったところもありますけれども、今、検討を進めているところでございます。 

 最後に、東急線の「のるるん」というキャラクターがございますので、溝口のまちのどこかに出没できる

ようなイベント、または皆様と連携して、まちを盛り上げる一助になるといいかなというふうに思っていま

すので、今後とも、引き続きよろしくお願いいたします。 

 

市長：ありがとうございました。 

 両駅長さんが参加していただけるのは、本当にありがたいですね。そういう意味では、交通事業者様とい

うこともありますけれども、本当にまちづくりのパートナーとしていろんな事業に協力していただいている

ことに感謝申し上げます。ありがとうございます。 

 それでは、佐藤さん、お願いします。 

 

佐藤さん：おはようございます。はじめまして、マルイファミリー溝口の主に販促の担当をしております佐

藤と申します。よろしくお願いいたします。 

 マルイファミリー溝口は、１９９７年に開業しまして、本当に地域の皆様に愛されて、ここまで頑張って

こられたかなと思っております。 

 私は２００５年に、こちらの溝口店に入社しまして、もうずっと溝口で働いているレアなスタッフになる

んですけれども、もともと子どもの頃からずっと溝口に、マルイができる前から住んでおりまして、今は、

中学ぐらいから宮前区のほうには移ったんですが、ずっと川崎市民だったもので、人一倍、まちが好きで、

溝口にご縁があって、ずっと勤めさせていただいているというのもあって、地域のお客様に喜んでいただき
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たいという思いから、地域の小学校であったり、ママさんであったり、行政の方と協力してイベントなどを

マルイのほうでやらせていただいたのがきっかけで、今回参加させていただくことになりました。 

 このキラリデッキは、すごく自然にあふれる場所に変わってきていて、ステージができていて、マルイに

つながる道がどんどんすてきになっていくのは、とても賛成しておりまして、うれしくて、私としては、今

後このキラリデッキが、将来を担う子どもたちの活躍できる場所になればいいなと思っております。 

 やっぱり脱炭素といえば、子どもたちの未来のためにというのがキーワードにあると思うので、そういう

子どもたちが、せっかくステージができたので、活躍できて、いろんな人と交流ができる場所になってもら

えたらなと、とても思っておりますので、そういったアイデアが、ちょっとご提案できたらなと思っており

ます。 

 あと、また余談になりますけど、キラリデッキは子どもたちの心に残るような、大人になっても一生心に

残るような場所になってもらいたいなと思うので、例えば渋谷のハチ公みたいに、キラリデッキに１本の木

みたいな、シンボルみたいなものができたらいいな、なんて思ったりしております。よろしくお願いいたし

ます。 

 

市長：ありがとうございます。 

 皆さん、溝口に対する思いが熱いので、若干延び目になっていますので、やや短めにお願いできればと思

います。、永山さん、お願いします。 

 

永山さん：皆さん、はじめまして、みぞのくち新都市株式会社、ＮＯＣＴＹの管理会社の永山と申します。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 先ほどお話がありましたように、ＮＯＣＴＹは平成９年に完成して、ほぼ、キラリデッキと一緒に歴史を

刻んできたというような形でございます。弊社は、川崎市様と、それからマルイ様、あと、地権者の地元の

方々の株主さん、いわゆる第三セクターの会社でございまして、半公共的な会社でございますので、会社経

営はありますけれども、環境地域貢献ということで取組を進めているところでございます。 

 令和３年度から施設の電気は、これは全部、１００％再生可能エネルギーを利用していますし、キラリデ

ッキの関係で申しますと、今年２５回目を迎えました、今日、中村会長がいらっしゃいますけど、イルミネ

ーションをずっと続けているところでございます。 

 すごくいいデッキだと思いますので、ぜひ、いいアイデアが実現できればなと思っておりますし、弊社は、

その活動を下支えできるような取組ができればなというふうに思っておりますので、どうぞよろしくお願い

いたします。 

 

市長：ありがとうございます。 

 庄司さん。 

 

庄司さん：川崎市地球温暖化防止活動推進センターのセンター長をしております庄司です。よろしくお願い

します。 

 センターは、２０１１年にできて今年で１５年目。マルイさんのＮＯＣＴＹ２の１１階、高津市民館の中

にあるんですが、いろいろな方、市民、事業者の方と一緒に脱炭素を進めていきます。今も「脱炭素アクシ

ョンみぞのくち」という話が出ましたけれど、そこで取り組む事業者さんのご紹介など、月ごとに変えて案

内していきたいと思います。 

 また、脱炭素ということでは、ＪＲの溝ノ口駅を降りると木質化ができて、いい雰囲気と思いながらキラ

リデッキのほうに行きますと、前は市長みたいにあそこの道は避けていたんです。ところが今は、今日はこ
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こから行こうかな、今日はこっちから行こうかなというふうに、いろんなルートで、私は東急線も使ってい

ますので、いろんなルートを使わせていただき、すごく花の数が多いということで、ミニ・ガーデンの方と

か、すばらしいなと思っているんですが、毎日気持ちよく通勤できているなと思います。 

 いろいろ使いたいアイデアはいっぱいありますので、後でご紹介できればなと思っております。よろしく

お願いいたします。 

 

市長：ありがとうございます。 

 高橋さん、お願いします。 

 

高橋さん：何だかみんな会社のお偉方で、ちょっと一般市民でございます。高津の区民ミニ・ガーデンとい

うものをやっていまして、区の１０か所ぐらいに７０名ぐらいで、主にシニアで今活動しています。 

 キラリデッキについては、秋、１１月ぐらいに子どもさんを募集して、一緒にお花の植栽体験をやるんで

すけれども、とにかくコロナの騒ぎで、子どもさんたちと我々シニアが合体するわけには本当にいかなくな

ってしまって、それ以来、私たちだけで植えています。 

 あそこの問題は、まず植えた途端にハトが食べるという問題なんですね。ちょっと本当に、えーと思いな

がら、テグスを引いてもらって、１か月ぐらい、苗が大きくなるのを待っていたり、それとあと、ネズミさ

んの問題もありますけれども、一番の問題は人間で、結局ベンチが、あそこのキラリデッキ全体にほとんど

ないので、結局、花壇の端に皆さんがお座りになられて、座ると、たばこを吸った人は、立ち上がるときに

たばこをこうやっていくし、ペットボトルで飲んでいる方は、結局飲み終わったペットボトルをそこに置い

ていくと。あそこを清掃してくださっている方が、いつも片づけてくださるんですけれども、花壇とベンチ、

人の座るところというのを少し分けられるようにしたら、もうちょっと人が滞留するためにも、あっち側の

ほうも、デッキのところに滞留するにも、ベンチがあって、そこに人が座れるとか、そういうアイデアが欲

しいなと思います。 

 以上です。 

 

市長：ありがとうございます。 

 五十嵐さん、お願いします。 

 

五十嵐さん：音楽をやっています、ドラムの五十嵐公太と申します。 

 自分は、東高津小学校、高津中学校、まさに子どもの頃から溝口周辺で、生まれて育ってきたんですけれ

ども、その当時、マルイができる前までは、溝口は怖いところだから絶対に行っちゃいけない。あそこに行

ったら、ゲーセンの下でカツアゲされるし、そんなまちでした。それで育っていって、ＪＵＤＹ ＡＮＤ Ｍ

ＡＲＹというバンドをやっていたときも住んでいたんですけれども、住みづらくなって世田谷のほうに逃げ

ました。１５年は向こうに住んでいて、改めて外からこっちを見ると、やっぱり高津、川崎はあんまり好き

じゃなかったんです。なぜかというと、やっぱり汚いんですよ。まちが汚い。電線が汚い。せっかくいい花

火をやっているのに電線で見えない。外から見るとそういうまちが嫌いで、でも、自分のふるさと。ふるさ

となのに嫌いだというこれも嫌いで。戻ってきて、もう２０年近くは住んでいますけれども、だったら、何

とかふるさと、嫌いだったまちをもっともっと好きになれないかなということで、去年１００周年をきっか

けに、溝口のステージを作るということをやりました。 

 今、先におっしゃったように、やっぱり問題は人だと思います。意識の問題だと思います。せっかく作っ

たきれいなデッキに座って、朝から缶チューハイを飲んで寝ているおじさんがいる。それから、たばこを吸

って、そのまま缶を置いて、たばこを。あんなきれいなデッキを作ったのに、そこでたばこを消して、ごみ
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を捨てていく人間がいる。これは意識の問題だと思います。 

 せっかくのきれいな場所をきれいな場所にしないと、きれいな人は住まない。せっかく作ったんだから自

由が丘だったり、二子玉川だったり、恵比寿だったり、やっぱりプライドのあるまちみたいに。プライドが

ないと何をやっていても駄目だと思うんです。音楽をやっていても、アートをやっていても、ダンスを踊っ

ていても、やっぱり俺たち川崎は東京には負けないぜという斜に構えたような目線ではなくて、もっと自然

にプライドを持てるようなまち、そんなきれいなまちにしていけたらいいなと思っております。 

 いろいろやっぱり、こういう話を進めるに当たり、ルールというものがいっぱいあって、自分はロックを

やっていたので、そのルールをぶっ壊すところから音楽を始めました。なので、そういうルールづくりに関

しては、今後は皆様にお任せして、いいまち、自慢のできるまちにしていきたいと思いますので、よろしく

お願いします。 

 

市長：ありがとうございました。 

 吉岡さん、お願いします。 

 

吉岡さん：私は、洗足学園音楽大学演奏支援センターの吉岡と申します。よろしくお願いいたします。 

 洗足学園は、昨年１００周年を迎えまして、現在では幼稚園から大学・大学院までを設置する学園という

ふうになっております。 

 私の所属する大学は音楽大学となりまして、大学では実践を重視した教育を行っております。事業成果の

発表の場である演奏会は、２０２４年度は２８０公演を予定しておりまして、順調に実施しております。 

 私は、この演奏会を支える仕事をしておりまして、演奏会の中身は学生さんであったり先生方が企画しま

して実施をしておりますが、演奏会の外側といいますが、予算のところであったり、経費処理、あとは演奏

会スケジュールが２８０公演ですので、結構、過密日程というふうになっており大変です。そのほか、演奏

会を行う施設設備の管理など、あとチケットやお客様の対応など、そんなことを担当している部署に所属し

ております。 

 地域に関連した活動といたしましては、昨年、私どもは１００周年を迎えましたが、ご承知のとおり、川

崎市も１００周年を迎えました。このようなきっかけをいただきまして、昨年は市長にも、私どもの洗足学

園に来ていただきまして、１００周年のフェスティバルを実施しました。また、ＪＲの武蔵溝ノ口の発車メ

ロディー、平原さんのＪｕｐｉｔｅｒの発車メロディーの制作のほうに協力させていただきました。そのほ

か、川崎信用金庫さんと包括連携契約を締結しまして、音楽の振興に携わったり、また、キラリデッキのス

テージでは、オープニングで本学の学生からなるアイドルグループ「ＭＡＲＵＫＡＤＯ」が出演したりと、

様々な活動をしております。 

 これからも地域と結びついた活動を積極的にしていきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 

市長：ありがとうございます。 

 重岡さん、お願いします。 

 

重岡さん：お世話になっております。溝ノ口劇場の重岡と申します。 

 溝ノ口劇場は、今年で７周年になりまして、８周年目に向かってやっております。 

 ふだん、どういうことをやっているかとよく聞かれるんですけれども、音楽、ミュージカル、芝居、落語、

いろいろポールダンスでも、何でもできるようにはしております。地元の子どもたちのイベントですと、３

月とかは幼稚園保育園等の謝恩会だったりとか、先日は成人式の二次会で、高津中、東高津中の子たちが初
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めて当劇場でお酒を飲むというような形で、タウンニュースさんにも載せていただいたりしております。 

 この前のキラリデッキのこけら落としに関してもお手伝いはさせていただいておりまして、僕も、もうこ

のまちで本当に根を下ろして一生やっていこうと思って、たくさん、この７年で１２人ぐらいは引っ越しを

させて、高津区民をちょっとずつだけど増やしていっております。 

 やっぱりあの場所、全国でもいろんなところでストリートミュージシャンだったりとか、いろんな盛んに

やっているようなまちがあると思うんですけど、溝口も、そういうふうに本当にできたらいいなと思ってい

ます。もちろん、音楽だけじゃなくてダンスとか、駅前のところがブレイキングのおかげで聖地になってい

ると思うんですけど、ああいった形にやっぱり近づけられるようなことを何かできたら本当にいいなと思っ

ています。溝口のためになれるように僕も頑張りたいなと思いますので、今後ともよろしくお願いいたしま

す。 

 

市長：ありがとうございました。 

 それでは、藤田さん、お願いします。 

 

藤田陽子さん：皆さん、おはようございます。「踊っている私たちも、見ている皆さんも、ダンスでみんな

をハッピーに」をモットーに活動しています。二子新地のダンススタジオ「ＤａｎｃｅＳｐａｃｅＤＤ」の

藤田陽子です。地域の皆さんからは、陽子先生と呼ばれています。丸山さんがすごくにこやかに見ている。 

 二子新地でダンススクールをして１８年になります。私はダンスを通じて、地域の人とたくさんのつなが

りができて、今は、とっても楽しい毎日を送らせていただいています。 

 高津区民祭やカレーグランプリなどでイベントがあるときには、ほかのダンススクールに声をかけて、ダ

ンスステージを企画したりもしています。ダンスステージを企画すると、ステージで踊りたいというダンサ

ーの子たちが３００人から５００人、すぐに集まる状況なんですね。ただ、今は野外でステージを立てるの

がちょっと大変で、結構お金もかかってくる状況だったので、常設のステージができたらいいなと思ってい

たところにできたので、今すごくうれしく思っております。本当に思っています。 

 高津区には、ダンススクールがたくさんありまして、実はプロのダンサーもたくさん住んでいます。ダン

スでもっともっと地域を盛り上げていけるんじゃないかと思っておりますので、どうぞよろしくお願いしま

す。 

 

市長：ありがとうございました。 

 

藤田陽子さん：キラリデッキのステージの名前は…まだ決まっていない、そうですか。キラリデッキのステ

ージは、一度この間、下見で立ったんですけど、すごく眺めがよくて、ここはステージに立ったことがない

人も、何か立てるような企画ができたらいいんじゃないかなと思っております。よろしくお願いします。 

 

市長：ありがとうございます。 

 それでは、須藤さん、お願いします。 

 

須藤さん：おはようございます。高津区子ども会連合会から参加しております須藤と申します。 

 連合会は、今年で７４年目を迎えます。子どもは地域の宝、そして高津区のまち全体が子どもたちの学び

の場ということで、様々な活動、少年野球から美化活動ですね、玉川のクリーン作戦などもずっと続けてお

りますし、たくさんの活動をしております。 

 昨日も、実は区役所の区民ホールをお借りして、作品展という、子どもたちが書いた書道や絵画、ちぎり



10 

絵、イラストなどの作品の表彰式をさせていただきました。 

 そういう意味では、ステージのところで、そういう晴れの場というか、そういった使い道もあるのかなと

思いますし、子どもたちの活動が皆さんに知ってもらえるように、アピールする場になっていけたらいいの

かなと思っています。本日はよろしくお願いいたします。 

 

市長：ありがとうございます。 

 それでは、槙田さん、お願いします。 

 

槙田さん：よろしくお願いいたします。高津市民館の市民自主学級の企画運営をするようになって４年たち

ました。その団体の名前が、「それゆけ！にじいろ銀河の会」ということで、５歳、年中さんの学年のママ

たちが集まって、育児とかの講座をするような企画をしています。 

 そのほかに、私は個人的にほかのママ友と、育児支援活動というほどではないですけれども、手形、足形

だったりとか、木のおもちゃの広場だったりとか、あと季節のブースをつくったりして、撮影会をしたりし

て、ママたちが集まれる場ということで、てくのかわさきを借りたりですとか、いろんな場所を借りて集ま

れる場所をつくったりをしています。 

 もともとこれをし始めたのが、子どもが生まれてすぐにコロナになってしまって、支援センターにも行け

ない、どうしようというところで、たまたま集まったママたちが市民館の和室を借りて、ちょっと集まれる

場をつくろうということで遊び出し、本当に数１０組ぐらいとか、最終的には１５ぐらいのママたちが集ま

って、そのときに来られる子たちが集まろうという形で集まったのが最初のきっかけで、そこから市民館の

方たちからにも声をかけてもらったりして、こういう活動が続いているような形です。 

 キラリデッキなんですけど、私も、実はあまり向こう側は歩かないんですが、その理由の１つというのが、

日陰がないというのも１つあると思っています。ちょっと小雨の雨が降ってきたときも、向こう側だったら

傘を差さずに行けるけれども、反対側だと傘を差さないといけない。それから、あとトイレとかもやっぱり

ちょっと怖いイメージがあって、子どもたちがもしトイレに行きたいとなったとしても、すぐに、もうＮＯ

ＣＴＹに駆け込もう、マルイに駆け込もうというふうになってしまって、あそこに寄ろうとは思わない。そ

ういうような、やっぱりちょっと陰なイメージがどうしてもあるので、それをもう少し、反対の駅側と同じ

ぐらい明るい場所になったら、より向こう側も歩きたくなるのかな。 

 これから夏になって、特にカンカン照りになってきたときに暑いので、向こう側はより通らなくなると思

うんですね。なので、そういった日陰というのも必要かなというふうに思っています。よろしくお願いしま

す。 

 

市長：ありがとうございます。 

 それでは、大木さん、お願いします。 

 

大木さん：ちょっと緊張しておりますが、よろしくお願いします。同じく、子育てサークル「それゆけ！に

じいろ銀河の会」の大木と申します。 

 活動内容としては、今言っていただいたような活動内容になりまして、今後、キラリデッキに望むことは、

私たち子育て世代は、あそこの道を立ち入ったりすることがあまりないので、ぜひ、子どもたちが安全で通

れる場所、何かモチーフ的な場所、皆さん今回そういった方がたくさん集まっているので、ぜひ、そういっ

たことを実現していただけると、子育て世代にも結構影響が出てくると思いますので、ぜひ、今回この場で

よろしくお願いしたいと思っております。よろしくお願いします。 
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市長：ありがとうございました。 

 それでは、齋藤さん、お願いします。 

 

齋藤さん：高津高校生徒会執行部１年の齋藤乃葵と申します。 

 私たちは、生徒会活動として、ＴＣＰという高津クリーンプロジェクトというごみ拾いを通じて、まちを

きれいにするだけではなく、そのごみ拾いの中で人との輪を広げるというのを目標に活動をしています。 

 私がキラリデッキでやりたいことというのは、溝ノ口駅周辺で学校が４つあるというのがすごい、何かあ

んまり見ない光景というか、そういうのがあるので、キラリデッキを使って学生が中心となったお祭りとい

うものを開けたら、子どもだけじゃなくて、大人の方も気軽に参加できたり、交流ができたりするんじゃな

いかなと思っているので、そういう場をこの場で考えられたらいいなと思っています。よろしくお願いしま

す。 

 

市長：ありがとうございました。 

 岩﨑さん、お願いします。 

 

岩﨑さん：同じく、高津高校生徒会執行部の１年の岩﨑栞です。 

 私は、活動内容については齋藤さんと同じで、高津クリーンプロジェクトというものをやっています。 

 キラリデッキについて私が思うことは、高津高校の一生徒として、やっぱりよく聞くのが、汚いイメージ

が多くて、ただの通学路としてしか利用しないというか、そこにとどまって何かするというのはなくて、あ

と、先ほどおっしゃられていたように、花壇の縁の部分に座って、近くのコンビニとかで買ったものを食べ

たりして、その付近にやっぱりごみがたまってしまうというのをよく見かけるんですね。だから、まずはそ

のイメージ改善と、それなりの常識と言ったらあれですけど、そもそものまちの人たちの見方を変えていけ

たらいいなと思っています。よろしくお願いします。 

 

市長：ありがとうございます。 

 それでは、持田さん、お願いします。 

 

持田さん：１８番、持田と申します。溝ノ口駅前商店街振興組合代表理事を務めております。通称ポレポレ

という形で、皆さんにはお見知りおきをいただいていると思っております。 

 逆に、振興組合という非常に堅苦しい名前があって、法人化をしたわけなんですけれども、北口駅前再開

発、それが進むにつれ、進む前からなんですけれども、このままでは商店街が取り残されるぞという意識が

生まれました。 

 先ほど、高津高校の生徒さんが汚いとおっしゃっていましたけど、電線地中化をしていなかったときは、

今のドン・キホーテさん、マルエツさん、みんな駐輪場でした。要するに、人がとてもまともに歩けない、

そういったまちでございました。そういったことで、法人化を含めて国の予算をいただき、電線地中化及び

モール化をしていこうという形が、今の現在のポレポレになっております。 

 おかげさまで、川崎市内の各商店街の中でも、平日の人通りが日中１万７，０００前後ということで、非

常に外から見ると栄えているねと言っていただける商店街になっております。 

 逆に、あとは人がそれだけ集まるということは、やはり汚れる、ごみが落ちているということがあるんで、

私ども商店街としては、朝８時から１０時まで、人を雇いまして清掃という形を取っております。 

 逆に、あとキラリデッキのことになってくると、なかなかデッキができた頃、私も商店街のお店にご案内

をするのに、駅を降りたけど、どっちへ行けばいいんだというようなお電話を結構いただきました。今では、
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それこそ、どこの出口を降りれば、どこへ行くというのをお客様自身も大分ご理解をいただいておるようで

ございますが、当時は、結構説明に苦労しました。 

 逆に、私どもは、あの頃は若かったものですから、青年部というような形で、川崎市のほうが再開発の意

見を聞きたいということで、なぜ２階に交番をつくらないのという質問をしました。そうすると、どういう

答えかと申し上げますと、今は６人体制なんですね。２階につけると６人、６人の１２人体制になると。そ

うなると県警本部の管轄になって、高津の所長管轄を外れてしまうと。そうするといろんなことについて動

きが後手、後手になるおそれがあるんですということで、お気づきかもしれませんけど、２階の部分に交番

の「交」という、何の意味か分かる方は分かるんですけれども、交わるという看板がついております。 

 そんなわけで、我々商店街も溝口、高津区２３万５，０００人。１日の乗降が、東急さん、ＪＲさんを合

わせて、やはり２３万ぐらいということで承知をしておるんですが、マルイさんには１日６万人の方が入り

ます。私どもは、それに比べて１万７，０００ということで、どうにぎわいを創出していくかというところ

で、日々活動をしております。ポレポレをよろしくお願いします。 

 

中村さん：すみません、最後になりますが、溝口のキラリデッキイルミネーション実行委員長を務めさせて

いただいております中村と申します。 

 今回で２５回目になるんですが、私も溝口で生まれていますので全部見ているんですが、あそこは最初の

頃に比べたら随分きれいになっているんですが、それでもまだまだかなという。イルミネーションにしても、

どうしてもあちらのほうにちょっと暗くなってしまう。つけるのが、やっぱり駅の南武線側に、予算の問題

もあるんですが、なかなか協賛金も集まらない部分もありまして、もうちょっとでもいいからきれいに、あ

そこを明るくしたら人が通りやすいのかなというのは、いつも思っています。 

 私も、溝口の商店会並びにテナント会の会長も務めておりまして、溝口全体をマルイとＮＯＣＴＹと、そ

れからマルイのポレポレ通りも含めて、溝口を、１００周年を迎えて、これからの１００年に向かって、イ

ルミネーション通じて商業と観光のまちづくりの発展に寄与していきたいと思っております。 

 今日はいろんなアイデアをいただいて、これちょっとまた、私も参考にさせていただいて検討させていた

だきたいと思っています。よろしくお願いします。 

 

市長：ありがとうございました。 

 皆さんのあふれる思いを聞かせていただいて、この人こういうことをやっているんだろうなということを

お互いに改めて知ることができたんじゃないかというふうに思います。 

 

＜意見交換＞ 

市長：それでは、ここから、どうやってこれからキラリデッキを活用していくかというふうな、具体的な、

こんなことをしたいなというような話をみんなで重ね合わせていくというような作業に入っていきたいとい

うふうに思うんですけれども。皆さん、それぞれいろんな方をもう既につないでいただいている、例えば、

ダンスでいろんなグループをつないでいただいたり、ミュージシャンの皆さんをつないでいただいたり、あ

るいはママ友をつないでいただいたりとかということもありますし、緑でつながっているということもあり

ますけれども、それを何ていうかクロスオーバーするというか、自分たちのところだけじゃなくて、ほかの

ところにつながることによって、もっと楽しくなってくるというふうに思っているんですけれども。そうい

う意味では、キラリデッキをどううまく活用するかということなんですが、皆さん、先ほど高津高校の皆さ

んからは、学生中心でお祭りを企画したいというふうなお話もありましたし、もう既に五十嵐さんはイベン

トをキラリデッキで運営していただいたりだとかというふうなのがありますけれども、どこからでも結構で

す。こんなことやってみたいなというふうなことがあれば、うれしく思うんですけれども、いかがでしょう
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か。どなたからでも結構です。 

 庄司さん。 

 

庄司さん：ありがとうございます。いや本当に皆さんからいろいろなアイデアが出て、どれもすばらしいな

と思いました。 

 私たちは、今、脱炭素を進めたいと思っているんですが、脱炭素×ダンス、脱炭素×緑。こういったとき

に、ぜひコラボレーションしてもらいたいなと。必ず未来の今後の１００年が、カーボンニュートラルで本

当に子どもたちに生きやすいまちになるように、やっぱり脱炭素というのも入れてもらえたらどうかなとい

うふうに思っています。 

 ぜひ、キラリデッキのステージにいろんな方が乗れるといいなとおっしゃっていましたけど、私もそう思

うんです。見ているだけじゃない。受け身じゃない。自分も参加者なんだというか、作り手の１人なんだと

思えるような仕組みをしていただいて、参加者も主役になれるように、ちょっと仕組んでいただけるといい

なと思います。 

 ありがとうございます。 

 

市長：ありがとうございます。 

 五十嵐さん、どうぞ。 

 

五十嵐さん：キラリデッキのステージを作った思いの部分なんですけれども、やっぱりその文化とか、例え

ばダンスにしても、音楽にしても、テレビにしても、全部若者中心じゃないですか。若者が何かやるものみ

たいな形で、大人は参加できないようなイメージがあるんですけれども、実際自分も既に６２になりまして、

やっぱりあそこのステージはいろんな人に乗ってもらいたい。もちろん、ダンスをやっている若者、小学生、

幼稚園の子も、でも、実は我々世代、もっと上の先輩方も、例えばカラオケ大会をやったりとか、お祭りを

やったりとか、みんなが集まれるような場所にしたいんです。あそこのステージは。 

 まちでいろんなことを発信して、例えば選挙があれば、そこで演説をしてもいいし、集会をやってもいい

し、もちろんそこにはルールが必要だとは思うんですけれども、いろんな形でいろんな人があそこに立って、

立って初めて意識するということを、そんな場になってもらいたいなと思っております。なので、そこを、

はい。 

 

市長：ありがとうございます。 

 例えば溝ノ口劇場でも、重岡さんもこのデッキの使い方に関わっていただいていると思うんですけど、川

崎の駅前なんかも、あそこはホリプロが新しいホールを、ライブハウスを造られましたよね。あそこのまち

の中でやっているミュージシャンとホールというのが、すごく連動してきているんですよね。あそこは路上

でやっていた人たちが少し集客できるようになってきたら、うちのホールでやってみないかという形で、さ

らに人を集められるようになってくると、ラゾーナのステージに立てるというふうな、こういう何かステッ

プアップ的なことができているということでいうと、溝ノ口劇場とデッキだとか、何かうまい、何ていうん

ですかね、屋内、屋外だけじゃなく、レベル感とか、そういう連携の仕方はありますよね。 

 

重岡さん：はい。もちろんそういったこともすごくしたいなと思っていますし、いろいろアイデアもあるん

ですけど、多分皆さん共通で思われていることで、課題は結構そこは明確で、やっぱり屋根がないことだっ

たりとか、暗いことだったりとか、あと実際に音が出せない、そこまで。 

 多分、何かあれですよね。建物的にも、あまりあそこでうるさいと、駅的にもよろしくなかったりするこ
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とがあったりとかは伺っていますし、あと、各種ＳＮＳ等でも見たことがある方は多いと思うんですけど、

あそこで何か催しをやったときに、奥行きがないものですから通れなくなって、実際に先日も、何かしらで

交通規制みたいな感じで止まっていたんですけど、あれで結構クレームが実際にＳＮＳで出ていたりとか、

人を集めちゃいけない場所になっているというのが、すごく真反対の話になっているというか、あそこがす

ごく盛り上がって人が集まったらいいなという話がある反面、あそこに人が集まってクレームになっている

と。通れないとか、不便だとか、その辺が根本的におかしいなというところもありますし、さっきのベンチ

の問題もそうですけど、人がたくさん滞留したりとか、動くのであれば、そこに何かしらたくさんあったほ

うがいいと思うんですけど、それがなかったりとか。なので、ちょっと根本的過ぎてあれかもしれないんで

すけど、そもそものつくりを少し多分変えたりとかしないと、結構そういうことも難しいのかなとは思って

いますけどね。 

 

市長：大事ですね。というのは、どういう空間にしたいのかという根本的な考え方がないと、なかなかそう

いうふうなところに至らないと思うんですよね。 

 

重岡さん：そうですね。 

 

市長：例えば、高橋さんがさっきおっしゃった、みんな花壇に座っていると。花壇のところに。本当だった

ら花壇に向けて座ってほしいんだけど、花壇には背を向けて座っているということですよね。 

 今、手が挙がったけど、おっしゃりたいこと、どうぞ。 

 

高橋さん：本当に今日、こういう会議に招かれて、あの三角形のところを何回か、ここ１、２週間見ていた

んですね。正直に言って、できる前に相談してほしかったなというのがすごく大きな思いで、先ほどからお

っしゃっている高校生の学生たちとか、子どもさんだとか、だけど、このまちには、とっても多くのシニア

がいるんです。私たちの世代と同じぐらいの世代。 

 あそこのあれだけの広場、空間にすぎないところで、何か音が出るとか、舞台でやるには、多分狭過ぎる。

人が並ぶと、とにかく本当に多分動けなくなると思うし、それならば、あそこ全体を普通の地面と同じとこ

ろのデッキにして、ベンチとかを置いて、シニアでも、ベビーカーを持っているお母さんたちも、エレベー

ターで上がれば、だからエレベーターもきれいにして、隣のトイレも、もうちょっと何とかして、それであ

そこ全体にカバーがかかっているような場所にすれば、お子さんを連れているお母さんたちも、そこで遊ば

せられる。 

 とにかくここを見回してもそうなんですけれども、多分７０代の方がいらっしゃるかどうかなと思いなが

ら、でも、このまちには、とってもシニアが多いんです。スポーツセンターなんか行くと、私たち女性は、

みんな体操教室とかヨガ教室に１００人単位で集まっているのに、男性の方、シニアの方が出ていらっしゃ

らない。多分、認知症とか、そういう問題にすごくつながりやすい。今、寿命が延びていますから。 

 でも、できちゃったものは逆に今さらというのがあるので、あそこに人が座れるようなベンチとか、何か

すればいいのかなと思います。 

 

市長：ありがとうございます。 

 ハード面で解決できることというのは、まだあると思いますね。大きな、例えば人工地盤を作ってくださ

いというのはなかなか厳しいと思うんですけれども、先ほどのベンチの話ですとか、あるいは先ほど出てい

た、今朝、入る前に区長とも話していたんですけど、あそこのステージの前を通過させてしまうと、なかな

か難しいよね。だから、もう止めちゃったほうがいいんじゃないかとかという話をしていたんですけど、そ
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ういう運用面で変えていくということというのは、工夫の可能性は十二分にあると思うんですよね。 

 

重岡さん：そうですよね。それこそイルミネーションの時期は、あそこを通る人はやっぱり増えていると思

うんです。いつもの、ふだんよりもやっぱり。というぐらい、明るかったりとか、通る意味が、もちろんお

花とか、そういうきれいなものでもいいと思いますし、あと、丸山さんたちがお得意だと思うんですけど、

カフェだったりとか、そういうベンチがあって、お茶が飲めて、景色がよくてとか、イルミネーションでも

そうですね。そういう通る意味があるように、うまくつくることがすごく多分大事なんじゃないかなと。道

路交通法とか多分いろんなあれがあると思うんで、屋根が作れないとか、あると思うんですけど、何か旅館

と旅館の途中にあるなんちゃっての屋根みたいなものとか、風も強いところだと思うので、簡単じゃないか

もしれないですけど、何かしら屋根がつくような形とか、人がちょっと休憩できるようなスペースとか何か

つくれるなら、全然話が変わってくるのかなと思いますけど。 

 

市長：ハード面でやることというのはあると思いますけど、ハード面以外のところでどうでしょう。これか

らのルールをつくっていくというふうなのはとても大事だと思うんです。 

 その中で高橋さんがおっしゃった、あるいは五十嵐さんからもおっしゃっていただいたように、誰も排除

しないような形ですね。例えば高齢の方だとか、障害の方だとかということが参加できないというふうな形

の運用の仕方というのは、みんなの広場ではなくなってしまうので、それはよろしくないというふうに思う

んですけれども、ソフト面で。 

 どうぞ藤田さん、どうぞ。 

 

藤田陽子さん：すみません。ハード面で、もう１ついいですか。 

 ハード面で、屋根もなんですけど、後ろについ立てじゃないんですけど、を作ってもらうと、安全面もあ

るし、そこにスポンサーとかつけば、横断幕とかで、あと飾りができたりとかができるんじゃないかと思う

んですけど、またハード面で、すみません。 

 

市長：いえいえ、じゃあ、区長から。 

 

区長：後ろのところに、今年度末ぐらいまでに、木造で後ろがちょっと見えないように、少しは見えますけ

ど風も通すような、バックパネルというのを作って、衛生、安全面にも配慮するようにしたいというふうに

やっていきます。 

 

藤田陽子さん：よかったです。 

 

区長：もっとどんどん利用できるようにお願いします。 

 

藤田陽子さん：はい。 

 

市長：そうなんですよね。ちょっとずつ改善というか、やりながら進化していく形だと思います。 

 あそこに、先ほどおっしゃっていただいたように、風も結構あるので、通し道をつくっておかないと危険

だというふうなこともあるので、その辺り、区長はよく考えてくれていると思います。 

 

藤田陽子さん：よかったです。 
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市長：ほかにいかがですか。 

 どうぞ。 

 

藤田陽子さん：そのまま、いいですか。 

 ダンスなんですけど、やっぱりひと団体、五、六十人が普通で、私も１８０から２００人ぐらい生徒がい

るんですけど、そうなると、ダンスでイベントをすると出演者だけでも待機場所が必要になってくるんです

ね。掛ける二、三人保護者を合わせるとすごい人が集まってしまうので、ダンスだけのイベントというより

もダンスと音楽と間を挟んでうまく入替えができるようにしていったほうがいいんじゃないかとは今、思っ

ています。 

 

市長：かなり具体的なプログラムの形になってきましたけど、ありがとうございます。そういう掛け合わせ

もいいですよね。 

 それからやっぱり…… 

 

藤田陽子さん：ファッションショーとダンスが混じって。 

 

市長：面白いですね。 

 

藤田陽子さん：お店の、そうですね、ＰＲが難しいとは思うんですけど、ＮＯＣＴＹさん、マルイさんの何

か。 

 

市長：はい。大木さん、どうぞ。 

 

大木さん：今、お話があったように、子ども向けのイベントをそちらでよく、外で、屋外で、やっていただ

けると、やっぱり子どもたちも動き回ったりもするので、そういった面で協力を願えると、夜とかもライト

アップして、子どももすごい喜んでいるんですね。あの辺の花壇のところ、ちょうど娘が５歳なんですが、

上に登って歩くのが大好きなんです、ずっとライトアップのところから、あとお花を見て。そういったこと

を楽しんでいるので、ぜひその辺の面でもきれいにしていただいたりとか、あと、やっぱりママさんとベビ

ーカーを押している世代は、疲れちゃうんですね、休憩をしたいんですね。そうするとお茶をしたいという

ところがあって、マルイまで行く途中に何かがあったほうがママさん世代たちには本当に助かるんですね、

階段があって。ベビーカーを乗らなくなったらあちこち歩いてしまいますし、それを追っかけていって、そ

れまでに何かしらモチーフがあると、あそこに何があるからあそこで待っていようねとかいう声かけもでき

るんですね。 

 なので、そういったもの、あとイベントもそうですが、マルイさんでよくやっているイベントも参加させ

ていただいています。そういったものも協力して、そちらでできたらなとか、あとはワークショップ的な、

今はどこでもやっているかと思うんですけど、キラリデッキでもやっていただけると、子どもたちが参加し

やすい、駅はこういうところなんだな、こういうこともできるんだなという、分かるところ、場所にもなり

ますので、別にイベントごと楽しむものだけじゃなく、勉強して活用できる場でもいいと思うので、ぜひそ

ういったのを、電車もそうですし、子どもたちは電車が大好きです。手を振って待っているぐらいなので、

駅で。ぜひ電車関係とかでもやっていただいても結構ですし、そういったことをぜひ広げてやっていただけ

ると、そういったのがあってくると、やっぱり屋根とか、そういったものがハード面で必要になってくるな
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と。子どもたちの安全を考えると、それは思いますね。 

 あと、音楽活動なんですけど、私、隣の新城にずっと住んでいまして、結婚して１回離れたんですけど、

４０年こちらにいまして、今までは駅に行ったら路上で何かしら音楽がやっていたんですね。それがぱった

り最近なくなってしまって、そのファンの方が結構市民にいまして、何でやっていないんだろうというのが

疑問で、結構今回、この会に出るときにリサーチを取った際に言われて、何で誰も音楽をしていないんだろ

うという感じで、どうしちゃったのかなみたいな、隠れファン的な方が結構いらっしゃって、それは言われ

ていたので、ぜひ今回できるのであれば、そういった感じで、ダンスもそうですし、ニーズ的なそういう集

客とかも考えると、あとは交通とかの面で考えるといろいろ大変かもしれませんが、市民のそういった声も

聞いていただけるとうれしいなと思います。 

 途中のトイレが、特におむつ交換台とかがあるととてもうれしいです。おむつが取れていない子、たくさ

ん、その世代、途中でマルイまで駆け込むのは大変です。何階のどこにあるか、把握できていません、今の

ママさんたちは。ベテランママは把握していますが、トイレ何階にないとか、あと大きいトイレだと大人用

のトイレだとできないとかいうお子様もいるので、ぜひあそこのトイレをもう少しきれいにしていただくと

助かります。 

 以上です。 

 

市長：ありがとうございます。いろいろご要望があると思いますね。 

 ここで、今日のルールじゃないですけど、もう１回ちょっと確認したいんですけど、先ほど言ったハード

の部分というのは、整備していくというふうな主体は市という形になって、あるいは区という形になってく

ると思うんですけども、この参加者の皆さんが要望する側、要望される側というふうな形になったら、これ

はストーリーとしては全く面白くない、今までどおり、従来どおりだなというふうに思うんですよね。 

 ですから、例えばマルイさんが本当に川崎市のことにもいろんな協力していただいていますけども、マル

イという建物があって、公共空間施設としてのデッキというものがあると。でも公共といったときに、何と

なく皆さん思うのは、これは市の管理だからねというふうに、そういうふうに公共という意味が非常に狭い

意味での市のものというふうに考えてしまうのではなくて、もう少しみんなの共有物、コモンズの考え方、

みんなで共有管理していこうねという。だからルールも、市がこうしてくださいじゃなくて、みんなでどう

やったらうまく共存できる場をつくっていけるかというふうな形で議論していかないと、多分うまい地域の

つくり方、みんながハッピーになるような使い方ならないと思うんですね。 

 みんながそうだよねと共感を生むような、子どものイベントも必要だけど、そればかりに使っちゃうと、

じゃあどうなっちゃうんだろうというふうなことにならないような、何か思いやりのルールというふうなの

がとても大事なんじゃないかな。それがコモンズというか、共有地としての一定のルールなのではないかな

というふうに思うんですよね。 

 いかがでしょうか。そういう認識で大丈夫ですかね。 

 ですから、そういう意味では施設もそうです。川崎駅で今度進めるプロジェクトもそうなんですけども、

ここからこっちが市有地、こっちからこっちは公有地みたいな分け方じゃなくて、その一帯をどういうふう

に使っていくかというシームレスなまちづくりをやっていかないと、というふうな話をしているんですね。 

 だからマルイさんの建物、そこからつながるデッキも、そして、そこからつながる商店街も同じようにつ

ながるものにしていくというふうなことをやっていかないといけないんじゃないかなという、そこの集まる

真ん中のところというのがデッキであったら、すごいすてきなんじゃないかなと思いますよね。 

 ポレポレ通りさんの話が先ほど出ましたが、（デッキの）あっちを歩かなかったといったところは、少し

僕も植栽帯が変わって大分違ってきたなと。そうすると、ポレポレさんからの人の流れという、つながって

いく流れも大分雰囲気が変わってくるんじゃないかなと。そして使われ方によってもっと変わってくるんじ
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ゃないかという気がしますけど、どうでしょう。 

 緑の使い方によって、これからイベントなんかをやられるというふうなお話ですよね。 

 

藤田将友さん：そうですね。 

 

市長：もう１回ちょっと、どういうふうに、これは企画しているのかお話ししていただいてもいいですか。 

 

藤田将友さん：一応、我々がＺＯＥＮとして行っていた５年前からやっている取組につきましては、もとも

とはマルイさんの裏にある持田駐車場の屋上ｅＭ/ＰＡＲＫでスタートしたんですけども、これは出店をする

庭師、造園家の方々からも要請があって、２回目、３回目からはキラリデッキにも、キラリデッキからこち

らにマルイの裏まで人に来てもらうというのは結構大変なことなので、何とかまずはキラリデッキでイベン

ト開催を認知していただいて人を誘導したい、来場誘導したいということで、第２回目からはキラリデッキ

でも展示をしておりまして、今回５回目に関しては、場合によってはですけどもｅＭ/ＰＡＲＫ、持田駐車場

の屋上は結構広いんですけども、キラリデッキにも今までパワーで行くと２対８とか３対７でキラリデッキ

が２だったり３だったりするんですけど、５対５ぐらいでキラリデッキにももっと力を投入して、展示もそ

うですし、先ほど言われていたワークショップですとか、物販のマルシェ的なものも出して、ｅＭ/ＰＡＲＫ

に来場誘導しようというのがあるんです。 

 そういったことをやっていく中で、今日もいろんな方々が来られていますけど、キラリデッキから来街者、

溝の口という駅に降りてきてまちに来てくれた方々を誘導する、まさにキラリデッキがハブなので、もうち

ょっとキラリデッキをそういう場所として活用させていただけたらなというところでいくと、私、新百合ヶ

丘に住んでいて、職場は溝の口なんですが、新百合ヶ丘は少しご存じの方は分かるかと思うんですけど、新

百合ヶ丘の駅前のペデストリアンデッキはしょっちゅうマルシェをやっているんですね。すてきなマルシェ

をやったり、フェスをやったりしているので、キラリデッキも何でやらないんだろうなと。 

 ただ、やはりスペースの問題とか、奥行きが少ないとかはありますけど、我々この前１１月１６日、“ｍ

ｉｄｏｒｉ－ｂａ”フェスでマルシェをちょっとだけ、大規模ではないですけどやらせていただいて、でき

るなという手応えはつかめつつあるので、何とか今年の４月のＺＯＥＮのときに“ｍｉｄｏｒｉ－ｂａ”も

ジョインしてもらって、“ｍｉｄｏｒｉ－ｂａ”だけじゃなくて、場合によっては今日来てくださるどなた

かもジョインしてもらって、中学生もジョインしていただけたら、高校生もジョインしていただけたら、洗

足学園もジョインしていただけたら。非常に今、溝口は横連携ができるプレーヤーたちがいっぱいいるんで

すけど、あんまり実はしていないんじゃないかと。ポレポレさんのポレポレのお祭り、イベントのときも、

みんな連携してやってしまったほうがいいのではないかなと。そうすると高津や梶ヶ谷、もっと遠くから溝

の口の駅を目指してくる来街者が増えるんじゃないかなと勝手に期待していまして、そういう連携を今回の

４月１８から２０でできたりしたらいいなというような話をしていましたよね、丸山さん。 

 

丸山さん：いいですか、しゃべって。 

 

市長：どうぞ、お願いします。 

 

丸山さん：藤田さんの説明が完璧過ぎて、僕からはあれですけど、緑がいいなと思っているのは、すごく縦

ジャンルじゃないんだと思っていますね。緑の相性は全ジャンルといいなと思っているので、またスタンス

とかサステナビリティはもちろんですけれども、例えば音楽とかアートとか、農とかもやっぱり緑ですし、

食とかもそうですし、どういったジャンルとも緑というのが横串的に絡めやすいなというのがあるので、今
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でも共創団体ということで、元が要はいろんな団体が集まってやろうというふうなものになっていますので、

今後の展望としてもいろんなテーマと一緒にそれをやっていきたいということを考えていますので、ぜひキ

ラリデッキでもそういったことが、ソフト面というお話でしたので、それができたらよいなというのはある

のと。 

 あと、僕から、ちょっとこの後の話でもしかしてあるかもしれないんですけど、そういったキラリデッキ

という中心地なので、そこをどういうふうに、どういう状態にしていきたいか、何を目指したいのかという

ビジョン形成がまず重要なのかなというのと、そのビジョンが恐らく今日のお話なんかからも、いろんな方

たちがあそこを活用できるという方向でにぎわいを出していこうということだと思うので、そうすると、そ

こを活用する人たち、プレーヤーたちだけだとなかなかやっぱりどう活用したらいいかというのは難しいの

で、運営するというチームが必要だと思うんですよね。 

 それをこの皆さんでしたり、あるいは今日ここにはいらっしゃらない運営チームみたいなものを形成して、

そこでやはりルールとかレギュレーションみたいなものもそうですし、どうやったらそのプレーヤーとか、

あそこで何かをやりたいという声を拾うための仕組みだったりというのが必要なのかなと思っていて。まさ

に、まちの企画室なんかも１年に１回提案事業ということで、まちの人たちからこのまちを盛り上げるため

のアイデアを募集しますということを定期的にやっていたりするんですね。そうすることで参加できる形が

ありますので、いろんな人の意見が集まってきて、それを一緒に、区と、あるいは関係施設との連携をしな

がら実現していくという形を取っているんですけれども、それのもっとビッグバージョンというのがこのキ

ラリデッキでやれたらいいんじゃないかなというふうに思いました。 

 

市長：ありがとうございます。 

 具体的にもう決まっている、いつやるんでしたでしょうか。４月ですか。 

 

藤田将友さん：４月１８の金曜日から１８、１９、２０の週末になります。 

 

市長：ぜひ、こういうふうに決まっている、やると言っているものに対して、今、皆さん、どうでしょうと

いうふうなお話があったので、ぜひ参加して、高津高校の皆さんも参加していただいたり、それぞれ、何か

やれるよというのは、それはもうやれることのいろんな温度差があると思いますけど、ぜひこういったとこ

ろから具体に始めるというのはすごく大事なんじゃないでしょうかね。やってみて課題があったら、次にま

たつなげていこうというふうな形で。 

 いかがでしょう、皆さん。吉岡さん。 

 

吉岡さん：実は、洗足学園でもキャンパス内で音楽があふれるようにということで野外音楽堂をつくりまし

て、学生さんが発表する場を持たせようという試みをしました。 

 先ほど来、騒音の話もあったりとかして、我々もそういったところは悩んではいるんですけど、ただ、や

っぱり音楽があふれる、そういったキャンパスをつくりたいということで、学生の皆様とかと相談しながら

音ノ庭ラジオというものをつくりまして、それは単純に野外音楽堂で演じはするんですけど、演じていると

ころを配信したりとか、司会も入れたりとか、そういったことを月に１回とか２回とかして、だんだん定着

をしているところです。 

 実は、川崎市の商業施設でチネチッタさんがあって、そこでミモザフェスというのをやっていまして、昨

年呼ばれて、この音ノ庭ラジオを出張させていただいて、そこで演奏もさせていただいたし、音楽も配信し

てＹｏｕＴｕｂｅとかにも同時配信とかさせていただいておりまして、こんなことをしましたら、また今年

もぜひ洗足さん、やってよと言われて、３月１日と２日なんですけど、ぜひ来ていただきたいと思いますけ
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ど、させていただくんですね。 

 今のお話を聞いていまして、やっぱり我々、そういった先ほどソフトの話がありましたけど、学生さんと

いう、いっぱいマンパワーというか、ありますので、そういった形でぜひ参加とかさせていただきたいなと、

話を聞いていて思いました。 

 

市長：ありがとうございます。 

 ＪＲさん、東急さん、特にＪＲさんのところは、今、自由通路のところの木質化を（市が）やっています

けど、ＪＲさんのほうが早かったんですよね。エコステーションということで、水素の装置を入れていただ

いて、あそこの電力を賄っていく、木質化していくというところから始まって、その続きで今どんどんつな

がってきているという意味で、何か一緒にやれる、つながる、土地の形状的にもつながっているということ

なので、こういう連携からまた今のグリーンの取組がつながっていくという意味ではすごくいい形になって

きていると思うんですけど、いかがでしょう。 

 

小野木さん：そうですね、ＪＲ溝ノ口駅では特設会場がございまして、毎週変わって北海道物産展だとか、

いろんな物産展が入ったり、ときには自転車メーカーが来て、そこでＰＲしたりとか、いろんなつながりと

いうのもありますので、そういった部分というのは地域の方々が代わる代わるでもＰＲするというのがいい

のかなと。ちょっと今、話は変わってしまうかもしれませんけど、それを考えるとキラリデッキなんかも、

例えば週替わりでいろんな方々の催しができたりとか、お子様は宝物というふうに先ほどおっしゃっていま

したけども、それにプラスして、やはり私はシニアの方は財産だと思っていますので、本当に気軽に、じゃ

あ来週は我々の何かイベントしたいよですとか、そういうような形で予約ではないですけども週替わりでや

っていくですとか、ハード面とか言っちゃうと切りがなくなると思いますので、今あるものでどう楽しく考

えられるかなというふうに思います。 

 例えば、場所が狭ければマルシェをやるにしても、いろんな多くのところは呼べないかもしれませんけど、

今日は何々店で、明日は何々店というような形でいろいろと変えていけば、皆さんも楽しみで、今日は何々

店が出るんですよとか、そういうふうな形で楽しみも増えていくのかなというふうに思いますし、例えば、

風が強ければ、それをもっと何か逆に、風が強ければ寒いとかではなくて、風が強ければ逆に楽しく考えて

みて、風力発電の勉強ができるとか、雨が降れば、かっぱ、傘、そういうもののファッションショーができ

たりとか、何かマイナス面を考えるとちょっと暗くなっちゃうので、何かそれを利用して逆に楽しむという

ような形で考えてみてもいいのかなというふうに感想として思ったものですから、本当にきれいごとではあ

るかもしれませんけど、そういうふうに考えたら楽しくなるなと。 

 区長といつもお話しすると楽しくなるんですよ、話がすごく本当に。そう考えるともっともっと楽しくな

るし、週替わりで変わっていくと、例えばお子様の１週間、大人の１週間、シニアの１週間となれば、先ほ

ど最初に出ていましたマナーの話ですけれども、みんなが我慢できるからお互いさまだよ、今回はシニアだ

からちょっと通れないけどいいね、でも子どものときは私たちもちょっと通行止めになっちゃうけれども、

お互いさまでそれは仕方ないよねというような形になるのかなという、お互いさまというふうに考えられる

のかなと思います。 

 すみません、長くなっちゃって。 

 

市長：いや、ありがとうございます。 

 あそこの物産展じゃないですけど、やっている、あそこのコーナーはどのぐらい前から企画だとか予約だ

とかというのが始まるんですか。 
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小野木さん：もう大体３か月ぐらい前から始まっているんですけれども、でもお客様なんかは、来週は何や

るのと本当に楽しみに聞いていただける方もおりますので。 

 

市長：そういう意味では、６か月先のイベントとかで一緒にあそこのブースで物販みたいなのができるとい

うふうなのをコラボすることができるということですか。 

 

小野木さん：そうですね。それに合わせて、あそこの物産展とキラリデッキを合わせて両会場をつなぐとか、

そういうこともできるのかなというふうに考えております。 

 

市長：ありがとうございます。 

 いいですね。そういうものもつなげられる可能性があると。ありがとうございます。 

 谷さん、いかがですか。 

 

谷さん：今、ＪＲの小野木さんからいろいろお話しいただいた中で、ほぼほぼ同じようなこともできるかな

というふうに思っていますけども、まず、気持ちという話も皆さんのほうから出たかなというふうに思うん

ですけども、私の部下も６０人弱ぐらいいますけども、できない理由は探さないようにといったところで、

どんなことができるのかなという、ちょっと今までと違う発想とか、いろんな考え方があると思うんですけ

れども、できることなんだろうねというところから話そうかというのは、常日頃から職場の中でも話をして

いるところです。 

 ちょっとそんなところで、ふだん顔を合わせない皆さんと、なかなか顔を合わす機会がないかなというふ

うに思うんですけども、今日は数名ではございますが、顔見知りになったといったところもありますので、

いろんなアイデアを、この場だと時間が少ないのかなというふうに思いますので、個別にとか、今後もみた

いなところで、何かしらデメリットばかりになっちゃうなという方の話だとちょっと難しいかなというふう

には思うものの、何かしら協力して１つのものをつくり上げるとか、何かしらができるのかなというふうに

感じたところです。 

 現状、何ができると言われると、結構駅だと縛りがあったり、いろんなところがあるので、これをやりま

しょう、そうですねというわけにはなかなかいかないかなといったところもあるというふうにも思いつつ、

何かしらはできるかなというふうに思っていますので、ぜひ一緒にできればいいかなというふうに思ったと

ころです。 

 

市長：ありがとうございます。 

 どうぞ、須藤さん、じゃあ、いいですか。どちらでも、じゃあ、須藤さんからお願いします。 

 

須藤さん：駅長さんの風を利用するというお話から、私、子どもたちが折り紙で風車を作ったりしますので、

そういうのをわーっと並べている風景をちょっとイメージしました。 

 何かそういうクラフト、あのスペースでもできる、子どもたちが例えば作ったものを通りすがりの方に見

ていただくとか、そこでまた通りすがりの方が子どもたちに声をかけていただくということで、本当にコロ

ナ禍で止まっていた人との交流が生まれると思いますし、ミニ・ガーデンのお世話をされているということ

なんですけれども、子ども会のほうでも緑化フェアのときに富士見公園で食事を少し代表者がやらせていた

だきましたが、なので、そういったことで、また一緒に活動をさせていただくことができるのかなと思いま

す。 

 何かそういう特別なときと、あと、ふだんの日常使いのあそこの一角というのをちょっと分けて考えたら
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いいのかなと思っていまして、今はそこは芝生なので、花壇の縁に座っても大丈夫ですよね。 

 

区長：大丈夫です。ベンチもできました。 

 

須藤さん：なので、あそこでちょっとお母さんと子どもが話している風景とか、何かちょっとひと休みでき

る、先ほどもおっしゃっていましたけど、そういう日常としてはほっとできるような場所もつくりたいかな

と思います。 

 そして、お祭りとか、そういったときは、またいろんな方のご協力を得て楽しくやっていくということで、

高校生が祭りをしたいということなんですけど、高津区には高津区民祭があるじゃないですか。だから、今

年、何かそういうのできっかけで高校生もリーダーシップを発揮してやってもらえるといいのかなと。そう

すると高校生の間にまた子どもたちが入ってきて、ふだんは親と子の関係なんですけど、そこにいろんな人

が入ってくることで、また学んでいけるような気がします。 

 

市長：ありがとうございます。 

 高津高校、数か月前、一緒に溝口周辺をごみ拾いしたんですけど、そこに集まっていただいた企業の皆さ

ん、すごくいましたよね。企業だとか団体の皆さん、すごい集まっていて１５０人ぐらいいましたかね。１

５０人ぐらいで一斉に溝口周辺のごみ拾いをやったんですけど、すごい、今度は、夜にごみ拾いをしてみよ

うというふうな話にもなりまして。というのは、さっきのマナーじゃないですけど、ごみを捨てるときは大

体夜捨てているみたいな話なんですね。だから、捨てている人の前で、みんなでごみを拾ったらどうだとい

う話になって、そういうアイデアはこの前車座で生まれて、じゃあ、やってみようということになったんで

すね。 

 だから、すごいいろんなコミュニティーが、ちょっと僕では発想つかないようなものが出てきたりしてい

て、そういうつながりはすごくすてきだなと思っていて、本当にありがとうございます。 

 槙田さん、どうぞ。 

 

槙田さん：今、まさに、藤田さんのお話とすごく似ているんですけれども、イベントごとがそのときだけあ

る、そのときだけ人が集まるではなくて、先ほどＪＲさんもお話しされていた日常的に常に人が通る状態に

なっていて、そのときにイベントがあって、さらにというのがすごく治安としてという言い方もあれなのか

もしれないんですけれども、雰囲気がすごく常日頃からよくて、さらにイベントをしてよくてとなると、よ

りよくなっていくのかなということをＪＲさんのお話を聞いて感じました。 

 なので、週替わりで、今週は子ども向け、来週はシニア向け、中高生向けというような継続的に誰かが何

かをそこでしている、そういう状態ができていたら、よりマナー、治安というところもどんどん雰囲気がよ

くなっていくのかなというふうに、今、具体的に何かというアイデアがあるわけではないんですけれども、

そういうことを感じました。 

 

市長：ありがとうございます。 

 やっぱり先ほど藤田さんからも出たように、どこか運営をちゃんと回していくという、コントロールして

いくということで、話合いというかルール決めは、みんなでより多くの人たちで決めていくということが大

事ですよね。そうじゃないと誰がどうなっているのか分からないというふうな話だと連携しようがないとい

うのが多分あると思うので。 

 高橋さん、どうぞ。 
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高橋さん：根本的な質問なんですけども、あのキラリデッキは誰の土地、誰のものなんでしょうか。区のも

のですか。 

 

市長：川崎市ということで、市になります。 

 

高橋さん：川崎市。高津区には、花コンサートといって、コンサートを区役所でやっていて、これがもう多

分２０年か３０年ぐらい、運営はボランティアがやっていて、２月末ぐらいまでにデモテープをみんなが送

って、その方たちが選んで、毎月４月、５月、６月と第４火曜日でやっているんですけども、もしこれが区

に関係があるんでしたらば、区のほうにそういうボランティアのグループをつくっていただければいいし、

だけど市のものならば、市のほうで。 

 

市長：とはいえ、実質は区なんです。なので区です。すみません。市も区も一緒ですけど。 

 

高橋さん：だったら区のほうにそういうボランティアの立ち上げみたいなのをされて、本当に花コンサート

なんかはもう何十年も第４火曜日は大変楽しみにしているという、コロナの最中でも逆に夕方５時とか６時

ぐらいの時間に一般の方がいなくなってからドアを開けて、道路の音も丸聞こえなんですけども、やってい

たんですよね。 

 だから、そういう、やっぱりコアになる団体みたいなのがあればいいんじゃないかなと思います。 

 

市長：じゃあ、五十嵐さん。 

 

五十嵐さん：すみません。今回のこのキラリデッキ制作に当たりまして、ここから未来プロジェクト運営協

議会の準備会という協議会で制作に当たりました。 

 今後、準備会がここから未来プロジェクト運営協議会という形で形を変えてここの運営管理というものを

するようなシステムにつくり変えていく予定であります。 

 今のところそれがＮＰＯ法人になるのか、ちゃんとした管理としてできるのかというのは、今協議中です

ので…… 

 

市長：ちょっとその辺りは、区長から説明したほうがいいんじゃないかな。 

 

区長：最初ステージを、いわゆるキラリデッキをきれいにしようというふうになったときに、やっぱりこれ

を誰がどういうふうにやっていくのということがすごく大事かなというふうに言っていまして、ただ、それ

を例えば区だけが中心になって区に頼めばいいやということになると、そうすると、何でも先ほど来の話じ

ゃないんですけれども、何か私たちに言って運営してイベントをやろうねとお金を補助してとかになっちゃ

うんですけど、そうじゃなくて、区民祭という話が出ましたけど、去年、区民祭ができなくて、それで子ど

も会さんなんかもパレードを楽しみにしていた、ダンスを楽しみにしていた人たちとか、みんなできなかっ

たんですけども、そういう人たちが自分たちがどういうふうにしたらできるの、または、どういうふうに関

われるのということをみんなでこういうふうに決めるような、そういう仕組みで運営していくようにしない

と長続きしないよねと。キラリデッキが幾らきれいになったって、ただ行政がやっているだけ、区でやって

いるだけみたいになっちゃうから、みんなで、私たちこういうことをしたい、僕たちこういうことをしたい、

私はこうしたい、さっき高津高校の方が言っていましたけど、４つの高校で、それでみんなでお祭りをする

とかという話があって、そうか、そこは気がつかなかったなと本当に思ったんですけど、そういうことを、
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私はみんなでやりながら決めていくといいんじゃないかなというふうに思っていて、それを最初に、ただ、

核となるところはやっぱり重要なので、五十嵐さんたち、もともと高津区にずっと住んでいて、それで高津

区をよくしたいという方が出てきてくれたので、そこで、まず核となってやって、私たちもサポートはしま

すよという形の中でやっていこうかなと、こういうふうに思っているというところです。 

 なので、私はさっき話をずっと聞いたんですけど、みんなで少しやりながら、やっている状況を眺めて、

ここを変えたほうがいいねというところは少しずつ変えていって、通路の話もそうですけど、人がたまると

ころはベンチも置いたらどうかとかいう話もちょっとずつバージョンアップしていけばいいかなというふう

に思っています。運営もそうです。というふうに考えていますけど。 

 

市長：これは今、五十嵐さんのおっしゃっていることはステージの話をされていますか。 

 

区長：ステージも含めてですね。 

 

市長：ステージとデッキ全体のことということですか。 

 

区長：ステージについては、もちろん五十嵐さんのところが中心になってやってもらうんですけども、デッ

キ全体のところも五十嵐さんのところを中心にみんなでこう考えたらいいかなというふうに。 

 

市長：今、藤田さんがおっしゃっていたような形は。 

 

区長：そうです。そういうことをやりたいなと思う。すみません。混乱させてしまって。 

 ステージは、だから五十嵐さんがもちろんやっていただくんですけど、キラリデッキを使ったところの全

体の感じというのは、みんなで考えたらどうかなというふうに、キラリデッキ全体のイベントとかを。 

 

市長：そうですね、多分。というか、例えば中村会長もそうですけど、イルミネーションを毎年やっていた

だいているという。あそこを全体のコモンズの話をしていくと、どういうルールづくりをしていくかという

ために今、皆さんが集まっていただいていると思うんですけども、こういう方たちプラスアルファ、いろん

な人たちが集まっていただいて、ルールづくりをしていくと。先ほど言われたように、誰かが、運営するチ

ームがないと、これ、みんな勝手なことを言っちゃってスケジュール調整も含めてできないから、そこは絶

対必要だよねと。私の理解では、五十嵐さんがステージのところのデッキを作る段階から、それを協力して

いただいて、ステージのことについての、この前もやっていただいたと、そういうベースはあるよというふ

うなお話ですか。 

 

区長：そうです。 

 

市長：なるほど。 

 五十嵐さん、何か付け加えることはありますか。 

 

五十嵐さん：いや、あくまでステージに関しての運営管理というところで、全体としてはやっぱりいろんな

方が、今日参加してくださっている方々もしっかり参加できるようなシステムが必要だと思います。そうい

う協議会は必要だと思います。 
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市長：そうですよね。ですから、そこの１回、協議会の、まず、どういうふうな形で皆さんと衆知を集めて

いくかというのは、１回、区役所の事務局でまとめてやらないとあれですよね。という形でいいですよね。 

 

区長：いいです。その部分は、区役所のほうで最初にまとめてベースをつくって、その中で少しずつやりな

がら考えていくという形です。 

 

市長：そうですね。 

 

庄司さん：いいですか。 

 

市長：どうぞ、庄司さん。 

 

庄司さん：少しずつ形になってきているんだなというのを感じつつ、私も昨日ちょっと表参道のほうに行っ

ていてファーマーズマーケットを見て、こういうのをもっと溝口であればいいなと思って、本当に賛成です。 

 今、高津区内でいろんなイベントも行われているのが、何かばらばらに行われている。今、キラリデッキ

が１つハブになって、そこに来た人がまた違うところに流れていけるように、どこで何をやっているかとい

う情報があれば、それに合わせて、じゃあ、うちも何かこの日にやって、来てもらうようにしようとか、そ

ういう流れができてくるんじゃないかと思うんです。何かそういう情報的な発信もうまくできるような運営

協議会的なものがあるといいなというふうに思いました。 

 それともう１つ、最後に、ぜひそういった運営するときのパワー、エネルギーは再生可能エネルギーで、

できたら見える化して、太陽光パネルとか、どこかに設置するとかという形で、やっぱり脱炭素も感じても

らえるといいなというふうに思います。 

 

市長：それはもう絶対マストだと思いますね。脱炭素アクションみぞのくちと言っている以上、それをやら

ないと全くもって何やっているんだという話になります。そこはもう必須だというふうに思います。 

 

藤田将友さん：はい。 

 

市長：藤田さん、どうぞ。 

 

藤田将友さん：こちらは体験談からの話なんですけども、先ほどの協議会、協議体みたいなものは、運営に

ついては結構必要じゃないかなというのが、この１１月、昨年、キラリデッキでイベントをやってみて感じ

たことがあって、申請行為が非常に大変であったという認識です。 

 市にも申請して、区との協議もあって、道路公園センター、そして、もしステージを使うのであればステ

ージのほうも協議が必要、雨天になった場合はステージを使いませんので、キラリデッキの下で何かできる

ようにしようとなりますと、今度はＪＲさんとの協議が、申請が必要と、こういったことを一般の方々がや

るというのは結構大変だなとつくづく感じるので、やはりそこは取りまとめの運営がいたりして皆さんと連

携を取って、円滑にキラリデッキやステージを利用できる、活用できるというスキームといいますか、流れ

ができればいいのかなと、私、苦労したので、感じました。 

 

市長：いやいや、そうだと思います。 

 例えば川崎市内でロケ地誘致もやっていて、いろんなところで、日々、毎日３６５回以上のものが川崎市
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内のどこかで行われているので、そこはＮＰＯ法人のムーブアートですか、というところがやっていて、申

請だとかというふうなもの全部つなげてくれているというふうなのがあるんですよね。 

 ですから、そういうふうないわゆる中間支援じゃないですけど、運営組織というのは、先ほど来、出てい

るように、必ず必要になってくるかなというふうに思いますね。なかなか１件１件、そのために、イベント

ごとにというふうなのは物すごく大変なので。 

 ただ、なるべく簡略化すべきなんですけど、一定程度はやっぱり申請だとか許可だとかというのは必要に

なってくるので、そういうふうなものをどうやって軽減するかということは大事だと思いますね。 

 持田さん、地元からのご意見、今、聞いていて、ご意見があれば伺いたいんですけども。 

 

持田さん：今の申請の煩わしさというか難しさは、商店街も今まで大分苦労しております。 

 最近、市のほうも簡略化というか、それが進んできまして、商店街についていろいろ補助金等の申請につ

いては比較的楽にはなっています。 

 ただ、いろんなことをする、イベントをするといったときに、おっしゃっていたようにいろんな窓口にお

願い、許可をいただかなくちゃいけない。私どもの場合、ポレポレは、おかげさまでモール化したときに、

表層部分は商店街の土地なんですよ。土地というか財産になっています。そういったところで、何かそうい

ったときには、公園センターにはお届けはしていません。ただ、警察には道路使用許可をお願いして使って

います。 

 ちょっと話がずれちゃうんですけども、商店街で昔から私がやってみたいなと思ったのは、フラッシュモ

ブ、今はあんまり聞かないんですけど、何かそれをやってみたいなという気持ちがちょっとあるんですね。 

 ですから、例えばまちの中でやるのが難しければ、どこかの幼稚園とかの運動会に行って、そこの昼休み

の時間にちょこっとやってみる、キラリデッキか何かでしたときにいきなり皆さんの誰かが踊り出すと。何

かすごく楽しいなというイメージを持っているんですよ。 

 商店街でやるとなると、どこにどうお声がけしたらいいか。６０、７０のじいさん、ばあさんが踊っても

しようがないので、盆踊りになっちゃうと思いますので。高橋さん、７０代です。ご安心ください。はいて

いますよじゃないんですけど。 

 そんな形で、本当に何かをしていくための準備、それはすごく大変なんですけど、やっぱりうまくいった

後の皆さんの笑顔、感想、それを聞くと本当によかったなという気持ちが強いですね。 

 今おっしゃっていた高津区民祭は、私も第７回ぐらいから実は立ち会っております。１３回のときに責任

者をしたんですけども、あの頃はまだ３０代ですから警察に行っても何も言えないんです。言われるとおり

やりました。 

 そのとき、私が事務局長をやってまず真っ先に出たのは、自主警備をしなさいという問題を突きつけられ

ました。要するに栄橋から二子橋までの１．５キロ、辻々に全てガードマンを置きなさい、それによって交

通の遮断等の安全を図りなさい。うそを報告しました。大体３分の１ぐらいの。ありがたいことに交通課長

が来たばっかりだったんですよ。うそを報告しまして、ここは行き止まりです。ここは抜けられませんと、

適当というか、どういうわけか通っちゃったんですけど、翌年から大分メンバーが苦労したことがあります。

そういったことで、地域の安心安全を守っていただいている警察をだました気持ちはしていないんですけど

も、そんなこともありました。 

 今は、男女共同参画センターは、警察に行って参画センターはどこですかと言われたんですけど、スクラ

ム２１ですね、当時、市民館の立場でもって青年会議という団体があって歌謡ショーをしておりました。そ

のとき私、石川さゆりさん担当だったんですけども、実は券を販売し過ぎまして舞台の上に上がりましたら、

人の顔しか見えなかったんです。そのとき横でホリプロ社員の方に言われたのが、君たちすごいね、こんな

ことを我々できないよと言われちゃいましたけど、そういう歌謡ショー的なものもしていきたいなというと
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ころも、今、歌謡ショーじゃないですけどね。年寄りになるとグループサウンズがやっぱり懐かしくなって

くるというところがあるので、そういうのがそこでできれば。 

 今、五十嵐さん、おやじバンドは結構また出ていますよね。そういった方もステージになるような、そう

いう場所になっていくといいかなと。 

 こんなことしかやっていないのかよと言われるのは悔しいですから、来てよかったよ、楽しかったよと言

っていただけるようなものを、ここにいる皆さん以外の方でもいろいろお考えになった上で進めていくのが

いいのかなと。 

 ちょっと話がずれて申し訳ない。 

 

市長：いえいえ、ありがとうございます。 

 佐藤さん、いろいろ協力していただいておりますけども、マルイと例えばデッキのつなぎみたいなものと

いうか、一緒にやれることはどんなことができるというふうに、何かやりたいなとかという個人的なあれで

も結構ですけど。 

 

佐藤さん：正直言いますと、マルイは長年、溝口にいますけど、中で働いているスタッフはころころ変わる

んですよ。私がレアなだけで、溝口のことを知っている人がいないんですね、詳しい人が。なので、逆にマ

ルイとしてどういうことができるかというのが分からないんですよ。そういうつながり、こういうことをし

たいときはどこに声をかけたらいいとか、そういうのがあまり分からないので、逆に今日、こういう場に参

加できて、いろんな活動されている方たちを知れたので、これをきっかけにつながれたらなと思うぐらいな

ので。 

 マルイとしても、今サステナブルな取組というのを会社としてミッションとしてやっていて、それをお客

様に知ってもらって、アクションしてもらうというのを最終的なミッションとしてやっているんですけど、

なかなか施設の中だけで外にいる人たちには伝えられていないので、そういうのをキラリデッキを通して、

お互いの持っているもの、強みとかを生かしながら、それぞれ活躍できるようにできたらなと思うので、先

ほどもおっしゃっていましたけど、そういうプレーヤーが集まって、お互いのニーズを伝え合える場所とい

うのは必要なんじゃないかなと思っております。 

 なので、私たちは、まだちょっとどういうことで役に立てるかというのが分からない状況かなとは思って

います。 

 

市長：マルイさんは顧客のパーセンテージで言うと、男性、女性でいうと女性のほうが非常に多くないです

か。 

 

佐藤さん：そうですね。 

 

市長：そうですよね。僕は、溝口店のノジマ電気さんから聞いた話なんですけど、全国のノジマ電気で買っ

ていく人はほとんどが男性らしいんですよね。なんですけど、溝口店だけは圧倒的に女性なんですと。それ

はもう類を見ないほど違うらしくて、こんな店舗はほかにないですと言っていたのが印象的で。やっぱりマ

ルイさんの影響力というのもすごく大きいと思うんですけど、要は若い、働いている女性の顧客数がすごい

多いということなんですね。 

 ですから、そういう地域の特性というふうなのをどうやって地域と一緒に引き出していくかと。キラリデ

ッキのところのイベントだとか、地域の魅力につなげていくかというふうなのは、何か共有したい情報です

よね。 
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佐藤さん：はい。 

 

市長：ですから、そういう意味ではマルイさんに入って買われている購買層の人たちに、どう溝口のよさだ

とか、晴れの日の舞台をというのでやっていくと、お互いに相乗効果が生まれちゃうんじゃないかなという

気がしますね。 

 ありがとうございました。 

 

佐藤さん：ありがとうございました。 

 

市長：どうぞ。 

 

重岡さん：さっきのお話、最初にあったやつなんですけど、やっぱり誰かが本当にチームをつくって、ちゃ

んと管理しているということにして、あそこは外ですごく開けた場所ですけど、１つの会場というか、場所

だと思うので、もう本当に枠も時間も全部決めて、あとやれること、商売していい、悪いとか、ルールを本

当に確実につくって、でもいろんな人たちがそこをどんどんどんどん予約制で、何かやっぱりやるのはすご

くパワーが必要なことなので、やりたい人はここに集まっている方たち以外にもたくさんいて、いろんな施

設を使って、半年前とか１年前から予約してこうやっている方たちがいるんですけど、あそこが使えるんだ

ったらやりたいわという方は絶対にいらっしゃるので、そこをとにかく開いて使っていけるように窓口をつ

くってやっていければ、多分すごく温度の高い場所になるんじゃないかなと本当に思うので、そういうのを

つくれたらいいなと思います。 

 

市長：ありがとうございます。 

 ほかは、もう大分時間が迫ってまいりましたけど、まだご発言いただいていない方、あるいはもう少し足

したいなという方、いらっしゃいますでしょうか。 

 どうぞ、齋藤さん。 

 

齋藤さん：私は生徒会以外にも軽音部に入っているんですけど、前に冬ライブとして、溝ノ口劇場さんがご

協力してくださってやったんですけど、そのときにチラシでオープンマイクというものがあって、それです

ごい参加してみたかったんですけど、予定が合わなくて行けなかったんです。キラリデッキをオープンマイ

クという形で、みんなが楽器を持ってきて自分の好きな楽器を弾いたりとか、何か歌を歌ったりとか、そう

いうことをすることで、溝口で音楽が好きな人たちがキラリデッキを使って音楽を発表できたり、ほかの市

の人とかが溝口でオープンマイクをやるらしいよ、じゃあ行こうかとか、そしたら、そこでキラリデッキで

オープンマイクをやるだけじゃなくて、溝ノ口劇場さんでもオープンマイクをやっているということを知っ

たら、みんなが、じゃあ次は室内でもっと大きい音を出してやりたいねというので、つながりができるんじ

ゃないかなと思って、それを何かやってみたいなと思いました。 

 

市長：ありがとうございます。 

 そういう意味では、吉岡さんのさっきおっしゃっていた洗足の野外ですか、というところも含めて、何か

そういう意味での施設連携だとかというのがつながってくると物すごく面白いですよね。ありがとうござい

ます。 

 どうぞ。 
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吉岡さん：大丈夫です。 

 

市長：ありがとうございます。ほか、大丈夫ですか。 

 藤田さん、大丈夫ですか。どうぞ。 

 

藤田陽子さん：大したことじゃないんですけど、またハードになっちゃうかもですけれども、定点カメラみ

たいなのをステージに向けて設置できると、今日何がやっているのかなとみんなも確認してから出かけたり、

あと、もうそのままライブとかをおうちでも見られるのかなと思いまして。 

 

市長：面白いですね、確かに。 

 

藤田陽子さん：今日、何がやっているかなとちょっと見られたりとか。 

 

市長：それは面白いですね。 

 

藤田陽子さん：ありがとうございます。 

 

市長：ナイスアイデアだと思います。 

 

藤田陽子さん：あとはやっぱり無料で見られるもの。みんなが通る場所なので、今まで見たことない漫才だ

とか、落語だとか、あと歌舞伎だとか、そういう見たことないものを興味持てるような何かをやってもらえ

るのもいいかなと思います。相撲とか。 

 

市長：相撲ですか。 

 

藤田陽子さん：難しいですね。子ども相撲だったら。 

 ありがとうございます。 

 

市長：ありがとうございます。 

 大丈夫ですか。皆さん、ぎりぎりに残していること、一言言っておきたいこと。 

 ありがとうございました。今日はいろんなアイデアが出てきたと思います。 

 今の限られている状況の中で、どんなことができるか。ハード的な部分というふうなのは、まだいろいろ

改良の余地がある、あるいはこれからのニーズというふうなものがあるだろうなということは認識させてい

ただきました。 

 そのほかに、共通のルールをつくっていく必要があるという意味では、多くの皆さんにこれからもちょっ

と参加していただいてルールづくりをやっていく。 

 それから、ステージをはじめ、デッキ全体をどうやって運営していくのかというふうなことというのは、

これは核となる人、あるいはグループというのがないと、少しどうにも回らないということ、申請の話もあ

りますし、というのもしっかりと決めていかなくちゃいけないということもあります。 

 なので、まず、今日のいただいた意見というのは、高橋区長のところでしっかりとまとめてもらって、改

めてどういう形でルールづくりをやりましょうかというふうな話、運営母体どうしていこうかということを
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決めていく、進めてもらいたいというふうに思っております。 

 それから、せっかくですから今度、藤田さん、丸山さんのところでやられるみどりの共創プロジェクトか

ら派生したというふうなものについては、もう具体的な日時も決まっているので、ぜひ今日お集まりの皆さ

んに何らかの形で試験的に、これからが始まりでどんどんやっていくので、課題を自ら把握しながら次に改

善していくためにも、ぜひ皆さんにご参加いただければなというふうに思いますが、ご連絡は。 

 

藤田将友さん：私が。 

 

市長：藤田さんのほうにぜひご連絡をいただければと思います。 

 当然、区のほうも少しサポートをしていただいて、次につながるような形にしていただきたいなというふ

うに思っています。 

 せっかくこういう溝口を中心としたいいコミュニティは、それぞれすばらしい活動をされている、取組を

されているところが重なることによって、もっとすばらしいものになるというふうな形にしていければあり

がたいなということで、今日はその第１ステップ、種がまかれたというところだと思いますので、これから

芽が出て花が咲くように、皆さんのご協力よろしくお願いしたいと思います。 

 今日は貴重な時間をいただきまして本当にありがとうございました。 

 

司会：皆様、長時間にわたってのご協力ありがとうございました。 

 以上をもちまして、第７２回車座集会を終了いたします。お疲れさまでした。 

 

 


